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仕事と家庭

第１子の出生年が1985（昭和60）年
から2009（平成21）年までは、育児休業
を取得する女性は増えた（グラフの青い
部分）ものの、出産後も就業継続する
割合はそれほど増加しなかった。
2010（平成22）年から2014（平成26）
年には、育児休業を取得する女性は
28.3%になり、就労継続する割合も
53.1%に上昇したが、就労継続して
いない割合も46.9%と未だ高い。

注1）第1子が1歳以上15歳未満の初婚どうしの夫婦について集計　
注2）出産前後の就業経歴
　　  就業継続（育休利用）：妊娠判明時就業～育児休業取得～子供1歳時就業
　　  就業継続（育休なし）：妊娠判明時就業～育児休業取得なし～子供1歳時就業
　　  出産退職：妊娠判明時就業～子供1歳時無職
　　  妊娠前から無職：妊娠判明時無職
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第１子出産後の女性の就業割合
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